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全国水生生物調査の概要
川の中には様々な生きものが住んでいますが、特に川底に住んでいる生きものは、過去から調査時点までの長
い時間の水質の状況を反映したものであり、どのような生きものが住んでいるかを調べることにより、その地点の
水質の程度を知ることができます。この調査は、適切な指導のもとの、小学生、中学生、高校生、一般の人々のだ
れもが簡単にできるようになっています。

利根川水系鬼怒川（H17.7.11)

十勝川水系十勝川（H17.9.5)

本調査では、河川に生息する水生生物のうち、①全国各地に
広く分布し、②分類が容易で、③水質に係る指標性が高い、
29種を指標生物としています。
河川で水生生物を採集し指標生物の同定・分類を行い、地点
毎に、Ⅰ（きれいな水）、Ⅱ（ややきれいな水）、Ⅲ（きたない
水）、Ⅳ（とてもきたない水）の４階級で水質の状況を判定して
います。

調査方法 水質階級と指標生物

ナミウズムシ サワガニ カワニナ類 コオニヤンマ

ヒラタカゲロウ類 カワゲラ類 コガタシマトビケラ類 オオシマトビケラ

ヘビトンボ ナガレトビケラ類 ヒラタドロムシ類 ゲンジボタル

ヤマトビケラ類 ブユ類 ○ ヤマトシジミ ○ イシマキガイ

アミカ類 ヨコエビ類

タニシ類 シマイシビル サカマキガイ エラミミズ

ミズムシ ミズカマキリ アメリカザリガニ ユスリカ類

○ ニホンドロソコエビ ○ イソコツブムシ類 チョウバエ類

ヒゲナガカワトビケラ類 ニンギョウトビケラ類

タニガワカゲロウ類 チラカゲロウ

Ⅰ,Ⅱ両方で見られる水生生物（指標生物ではない）

きれいな水（Ⅰ）の指標生物 ややきれいな水（Ⅱ）の指標生物

きたない水（Ⅲ）の指標生物 とてもきたない水（Ⅳ）の指標生物

注）○は海水の少し混ざっている汽水域
キスイイキ

の生物 
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平成 28 年度全国水生生物調査の結果 
及び平成 29 年度の調査の実施について 

 

 

 
 
 
 

＜国土交通省同時発表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 環境省と国土交通省では水生生物を指標として河川の水質を総合的に評価するため、

また、環境問題への関心を高めるため、一般市民等の参加を得て全国水生生物調査を実

施しています。 

○ 平成 28 年度の全国水生生物調査は約 57,000 人の参加を得て行われ、夏休み期間を

中心として、多くの学校（小中学校：約 39,000 人）や、市民団体（市民団体・子供会等：約

15,000 人）等から参加が得られました。 

○ 全国の調査地点 2,076 地点のうち、全体の 62％の地点でサワガニやカワゲラ類等の指

標生物の生息が確認され、「きれいな水」と判定されました。 

○ 本年度も調査を実施しますので、是非御参加ください。 

 

 

【全国水生生物調査とは】 

・ サワガニ、カワゲラ類等の水生生物が生息しているかどうかで水質を判定 

・ 子どもたちにもわかりやすく、特別な機材を用いないため、誰でも簡単に参加できる 

・ 身近な自然環境に接することで、身近な環境問題への関心を高める良い機会 

 

平成29年度も引き続き、全国水生生物調査を実施します。詳細については各都道府県の環境部局又

は各地方整備局等までお問い合わせ下さい。 

 

（お問い合わせ先） 

・各地方整備局等の窓口（一級河川直轄管理区間に関するもの） 
http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kankyo/kankyou/suisitu/toiawase.html 

・各都道府県の環境部局（上記以外） 
https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/etsuran/list_pref.html 

 

 

平成29年６月６日（火） 
環境省 水・大気環境局 水環境課 
直通 03-5521-8316 
代表 03-3581-3351 
課長    渡邊 康正（内 6610） 
担当    出水 孝征（内 6628） 
 
国土交通省水管理・国土保全局河川環境課 
直通 03-5253-8447 
代表 03-5253-8111 
企画専門官 桝井 正将（内 35443） 
係員    青地 絢美（内 35482） 
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１．全国水生生物調査とは 

（1）調査概要 

河川に生息するサワガニ、カワゲラ類等の水生生物の生息状況は、水質汚濁の影響を反映する

ことから、それらの水生生物を指標として水質を判定することができます。このような調査は、子ども

たちにもわかりやすく、高価な機材等を要しないことから誰でも簡単に参加できることが大きな特徴で

す。 

また、調査を通じて身近な自然に接することにより、環境問題への関心を高める良い機会となるた

め、環境省と国土交通省では、昭和 59 年度から全国水生生物調査を実施しています。 

 

（2）調査方法 
本調査では、河川に生息する水生生物のうち、〔1〕全国各地に広く分布し、〔2〕分類が容易で、〔3〕

水質に係る指標性が高い、29 種を指標生物としています。 

河川で水生生物を採集し指標生物の同定・分類を行い、地点ごとに、Ⅰ（きれいな水）、Ⅱ（ややき

れいな水）、Ⅲ（きたない水）、Ⅳ（とてもきたない水）の４階級で水質の状況を判定します。 

 

 ２．平成２８年度調査結果概要（詳細は別添） 

   ○参加者数・参加団体数・調査地点数 

    平成 28 年度の参加者は 57,242 人(前年度 58,143 人)でした。 

 参加者数 参加団体数 調査地点数 

一級河川※１ 17,437 人 450 団体 500 地点 

その他の河川※２ 39,805 人 1,059 団体 1,576 地点 

合計 57,242 人   1,509 団体 2,076 地点 

    ※１：一級河川大臣管理区間 ※２：一級河川都道府県管理区間及び二級河川等（※１以外） 

   ○水質判定結果 

    平成 28 年度は、全調査地点の 62％の地点で「きれいな水」と判定され、前年度(62％)と変わり

ませんでした。 

  一級河川 その他の河川 全調査地点 

I きれいな水 64％ 62％ 62％ 

II ややきれいな水 29％ 22％ 24％ 

III きたない水 4％ 8％ 7％ 

IV とてもきたない水 1％ 4％ 3％ 

 判定不能 2％ 4％ 4％ 

※四捨五入による端数処理のため内数の合計が 100％にならないことがあります。 

※判定不能：指標生物が見つからなかった場合等 

 

３．平成 29 年度調査の実施について 

平成 29 年度も引き続き、全国水生生物調査を実施します。詳細については以下までお問い合わ

せください。 

 

（お問い合わせ先） 

・各都道府県の環境部局 
https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/etsuran/list_pref.html 
・各地方整備局等の窓口（一級河川直轄管理区間） 
http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kankyo/kankyou/suisitu/toiawase.html 

（別紙） 



 

「水生生物による水質評価法マニュアル－日本版平均 

スコア法－」及び「河川生物の絵解き検索」の公表について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．趣旨 

河川の水質汚濁の状況を把握するための従来の化学的な水質調査で得られた

数値が、採水時の瞬間的な水質の状況を表している一方で、水生生物の生息状

況は、水域におけるより長期的な水質の状況に加え、水量や河床性状等、水質

調査項目以外の水域特性に関する総合的な情報を表すと考えられています。 

これまで、環境省では、分類が容易で水質に係る指標性が高い 29 種の水生生

物を用いて、河川の水質の状況を４階級で判定することができる全国水生生物

調査を実施してきました。この調査は、一般の方にもわかりやすく、高価な機

材等を必要としないことから、環境問題への関心を高める良い機会として、小

学生から大人まで幅広い方々に参加いただいています。 

環境省では、全国水生生物調査より専門性が高く、客観的なデータに関心の

ある方々に活用いただくことを想定して、 “日本版平均スコア法”の検討を進

めてきました。この方法は、河川に生息する 71 種の水生生物を数値化し、それ

らの生息状況から河川の水質の状況を定量的に評価することが可能となってい

ます。今般、学識経験者等から成る検討会において検討した結果を、「水生生

物による水質評価法マニュアル－日本版平均スコア法－」及び「河川生物の絵

解き検索」として取りまとめました。 

水生生物を用いた河川の水質評価手法や環境学習を行う際のツールとして

広くご活用いただくため、河川を調査・評価するために必要な事項をとりまと

めた、「水生生物による水質評価法マニュアル－日本版平均スコア法－」及び

「河川生物の絵解き検索」を作成しました。 

平成 29 年６月 15 日（木） 

環境省水・大気環境局 水環境課 

直通   03-5521-8314 

代表   03-3581-3351 

課長   渡邊 康正 （内線 6610） 

課長補佐 林  誠  （内線 6613） 

専門官  中島 智章 （内線 6626） 

係員   中山 裕貴 （内線 6625） 
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２．概要 

（１）水生生物による水質評価法マニュアル－日本版平均スコア法－ 

 日本版平均スコア法は、1976 年にイギリスで開発された BMWP（Biological 

Monitoring Working Party）スコア法をもとに、日本国内の生物相の特徴に合

わせて、環境省において対象とする科やスコアを改訂した手法です。 

 約２㎜以上の主な水性生物を対象とし、生物の同定の専門家でなくても可能

なように“科”レベルで同定し、出現した科に与えられた平均スコアで評価す

るもので、全国で広く実施されている全国水生生物調査より専門性が高く、よ

り客観的なデータに関心のある方向けに作成したものです。 

  

（２）河川生物の絵解き検索 

 日本版平均スコア法と合わせて使用することを前提に、水生生物の特徴から

現場で簡便に分類するための参考図書として、“科”レベルまで同定できるよ

う工夫して作成したものです。日本版平均スコア法においてスコアを持つ種類

を基本として整理しましたが、スコアが無くても河川で一般的に出現すると思

われる生物を掲載し、単独でも使用可能な構成となっています。 

 

３．活用方法 

 河川の水質評価だけでなく、高等学校など各種教育現場での課外授業や野外

実習、河川での自然観察会などでも活用できる簡便で専門性の高い内容となっ

ていることから、各種調査の際の参考図書としてご活用ください。 

 

４．入手方法 

環境省 HP にも掲載しておりますので、ご活用ください。 

「水生生物による水質評価法マニュアル－日本版平均スコア法－」 

URL：http://www.env.go.jp/water/mizukankyo/hyokahomanual.pdf 

「河川生物の絵解き検索」 

URL：http://www.env.go.jp/water/mizukankyo/nazotokikensaku.pdf 

 

５．その他 

 多くの方々にご活用いただく中で必要に応じ見直していくこととしており、

今後もその活用事例や調査方法の改善などの情報の収集に努め、引き続き検討

を行っていきます。 

 



 

 

 

 

 
 

水生生物による水質評価法マニュアル 

-日本版平均スコア法- 

（抜粋） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 29 年 3 月 

 

環境省 
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1 目  的 

日本版平均スコア法は、1976 年にイギリスの環境省で開発された BMWP(Bilogical 

Monitoring Working Party)スコア法をもとに我が国の生物相の特徴に合わせて、平成 28

年度に環境省において対象とする科やスコアを改訂した手法である。 

BMWP スコア法は、諸外国(オーストラリア、スペイン、ポーランド、タイ等)においても、

簡便であるだけでなく、水質評価に有効な手法として用いられている。 

日本版平均スコア法は、約 2mm 以上の汽水域を含まない平瀬または早瀬の主な生物を対

象とし、生物の同定の専門家でなくとも可能なように BMWP 法同様“科”レベルで同定し、

出現した科に与えられたスコアを加算した総スコア(TS(Total Score))を算出し、それを出

現した科数で割った平均スコア(ASPT(Average Score Per Taxon))で評価するものである。 

また、現在、全国で広く実施されている「全国水生生物調査」よりも詳しい数値が得ら

れ、より客観的なデータを得ることができる。 

 

日本版平均スコア法の特徴としては以下のことが挙げられる。 

○水生生物により生物的に水質を評価することは、化学分析による水質検査やバイオ

アッセイと共に重要な水環境監視の方法である。 

○化学分析による水質調査は採水したその時点の水質の状況が評価できるのに対し、

水生生物による水質調査は、より長く期間における水質を評価することができる。 

○水生生物の出現状況が水質の評価となるため、市民にはより分かりやすい指標とな

る。 

○本法を標準的な手法とすることによって、同一基準で河川環境を比較することがで

きる。 

○対象水域の水環境の状況を表す総合的な水質指標として活用することができる。 

○水質(水環境)改善の目標値・効果の指標として活用することができる。 

○水域の生物の生息環境あるいは環境改善に関する基礎研究の一助とすることがで

きる。 

本資料は、日本版平均スコア法を使って実際に河川を調査・評価するために必要な事項

をテキストとして取りまとめたものである。 

 

2 実施主体 

日本版平均スコア法は、主な実施主体として以下の団体を想定している。 

・自治体環境部門の職員 

・全国水生生物調査を実施してきた NPO 及び一般市民 

・高校、大学(野外実習など) 

 

 



 

2 

3 調査内容 

(1) 水生生物を採取し、基本的に科レベルまで同定する。 

(2) 出現した科に設定されたスコアを合計して総スコア(TS)を算出し、総スコアを出現科

数で除して、平均スコア(ASPT)を求める。 

(3) 水環境を平均スコアと総スコアで評価する。 

  (記録時は平均スコアだけでなく総スコアも表記しておくようにする。) 
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4 調査方法 

4・1 調査概要 

本調査法の調査概要をフローチャートで図 1 に示す。 

 

図 1 日本版平均スコア法による調査概要 

調査用具の準備 

調査河川と地点、調査時期等の決定 

河川情報の収集 

試料の選別(4･4･2 試料の選別) 

水生生物の同定(4･4･3 水生生物の同定) 

1．おおよそ全長 2mm 以上の個体について、ピンセットなどを用いて、

大まかな分類群や似たものごとに区分し、それぞれシャーレなど

に入れる 

2．ルーペや実体顕微鏡を用い、絵解き検索などを用いて原則として

科レベルまで同定する 

3．持ち帰った生物については、専門家に依頼するときなどのために

標本を作成する。 

注：本調査法では、同定した標本の個体数は特に計数しなくてよ

いが、個体数の多い少ないは記録しておくようにする 

標本の作成(4･4･4 標本の作成) 

水生生物の採集(4･3･1 水生生物の採集) 

1．調査地点の生息環境を記録する 

2．タモ網(D フレームネット)を持ち、採集開始位置につく 

3．ネットの上流側をキック法などで、1分間移動しながら採集する 

4．内容物を白色バットなどにあける 

5．2～4を原則として 3回繰り返す。 

試料の選別と試料保存(4･3･2 試料の選別と試料保存) 

1．白色バット上で水生生物に注意しながら、植物、石などを取り除

く(※石に付着した生物やトビケラの筒巣に注意する) 

2．水生生物を、河川水の入った広口ポリびんやシャーレなどに似た

ものごとに分ける 

3．現地で同定可能な種類は、確認・記録後に放流する。  

4．現地で同定が難しい種類は、水の入った広口ポリびんなどに入れ、

クーラーボックスで保冷もしくはエタノール(最終濃度 65％程

度)などに保存して室内に持ち帰る 

採集量を確認する 

 

室内作業 

(4･4 室内作業) 

現地調査 

(4･3 現地調査) 

準備 

(4･2 準備) 

スコアの計算と評価 

(4･5 スコアの計算と 

評価) 

確認された科のリストの作成 

スコア(総スコア、平均スコア)の算出 

調査地点の評価 



 

 

 

 

 

河川生物の絵解き検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 3 月 

 

環境省 
 

 

ウルマーシマトビケラ 

Hydropsyche orientalis Martynov 

参考２ 

（抜粋） 
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 はじめに 

 

河川の水質汚濁の状況を把握するために行われている従来の化学的な水質調査で得られた

数値は、採水時点の瞬間的な水質の状況を表している。一方、水生生物の生息状況は、水域に

おけるより長期的な水質の状況を表すとともに、水量や河床材料等、水質調査項目以外の水域

特性に関する総合的な情報をもつと考えられる。 

環境省では、水生生物を用いた水質評価手法として、全国で実施されている全国水生生物調

査よりも詳しい数値が得られ詳細な比較ができる“日本版平均スコア法”について「水生生物

等による水域特性評価手法検討委員会」（谷田一三座長：大阪市立自然史博物館 館長・大阪府

立大学名誉教授)において検討を行ってきた。 

本冊子は、“日本版平均スコア法”とあわせて使用することを前提に、現場で簡便に水生生

物(約 2mm 以上の汽水域を含まない平瀬または早瀬の主な生物)を分類するための参考図書

として検討を進めてきたものであるが、単独でも使用可能な構成となっている。作成にあたっ

ては、分かり易いように、検索のキーとなる部分には矢印を付記し、科レベルまで同定できる

ように工夫している。また、掲載対象は、スコアをもつ種類を基本としつつ、スコアがなくて

も河川で一般的に出現すると思われる生物は掲載している。 

なお、本冊子は、これで完成ではなく、多くの方々に活用いただく中で必要に応じて適宜見

直し検討を行っていく予定としているので、実際の現場で使用いただき、幅広くご意見をいた

だきたい。本冊子が、調査の際の参考図書として、広く活用され、水生生物と水質の関連に興

味を抱いていただく端緒となれば幸いである。 
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